
フーゴー・ヴオノレフの初期歌曲群における様式的特徴1)

梅林郁子

1.研究目的

フーゴー・ヴオ/レフ(Wolf，Hugo 1860・1903)は、ウィーンの作曲者で

あり、作曲を行った23年間で、 310曲にの迂るピアノ・パートを伴う歌

曲を残しているD 特に1888・91年の4年開には、 200曲近い歌曲が集中

的に生み出され、歌曲集としてまとめられた。中でも《エドゥアノレト・

メーヲケの詩による一つの歌唱声部とピアノのための歌曲集 Gedichte

von Eduard Morike fur eine Singstimme und担avier))(以下《メーヲ

ケ歌曲集》と路記〉は、この4年間の作曲活動の中で、最初の頂点に立

つ作品と言えよう。一方、この時期に先立つ、 1875年からの約13年間

にも、 89曲のピアノ・パートを持つ歌曲が作られたのである。

そこで本研究では、まず、 1888年からの集中的な作出活動の幕開け

となった、ミメーリケ歌曲集》における音楽的特徴を明らかにする。そ

して、この音楽的特徴が、 1875・88年までに作曲された歌曲(以下「初

期歌曲群」と略記)全89曲と関連を持つものであるのか、分析的な考

察を行う。更に、初期歌出群の音楽的特徴の在り方についても、具体的

に検証したい。

2.対象曲について

ヴォノレフの作品表は、既にデイヴィッド・オッセンコップ(Ossenkop

1988:8・81)や、エリック・サムズ(Sams1980:492-498)の著作に掲載さ

れているが、どちらもその作品を生前出腹、死後出版に区別している。

また、歌曲に関しては、再者とも、生前出版に関しては歌曲集別、死後
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出版に関しては完成作品と未完作品を混ぜた形で、作成されている。

本稿では、初期歌曲群全体を検討するため、出版の生前、死後を関わ

ず、出版譜のある完成作品を、作曲年月日 JI震に配列し、研究対象とする。

そこで、次の{表 11に初期歌曲群全89曲の一覧を示す。

寄号 JJ;i 題

E表 1]初期歌曲群全89曲2)

邦題

1 I Nachl UIlU GralJ 
2 Scltllsucht 
3 Der llischer 
4 Auf dcm Scc 
-・ 4・e ・ A・

5 FrUI illgS誌ruse
6 MccrcssLi Ile 
7 Liebesfriihl ing 
8 ErsLer VerlusL 
9 Abelldglockleill 
10 Uer goldelle Morgen 
II Parlellfischer 
12 SLille SicherhciL 
13 Scheideblick 
14 Ein Grab 
15 減益dchenmiL dcm rotClI MUlldchell 
¥G ¥)u lJisL wic日ine U IUl関
17 Weull ich ill deinc Augcn seh 
18 Uescheidellc Liebe 
ーーー.‘・ 匹・ '・...ー .. ・ー・....‘ ー.ー・・ ー・ E

19 Abelldむilder
20 SlalldchclI 
21 Alldenkell 
22 AII 
草書 Morgelllau 
24 Walldcr I ied 
25 Der Schwalbell lIeimkchr 

26 ! Traurige.習ege
27 I So wahr d i e SOIlIlC sche i lIC t 
28 I Nachll iche現alluerung
29 I Auf der Wallderschaft (第一稿〉
綴 IAuf der Wallderschafl (第二議}
務 IDie Sllilluerin 
32 1 Das K i lld am D rUlIllcn 
務 I()as Vogleill 
34 I Kllaben lod 

・....-ー

351 Sie habell heul' Abelld Gesellschaft 
36 I Uber Nacht 
:n I lch slalld ill dUllke 111 '1‘raUll1CIl 
381 ()as isL cill llrausclI und lIeuleIl 
:m I Wo ich bill， mich rillgs umdunkelt 
40 I Aus mc illCII grossell Scluuerzcll 

夜1蜘晴夫れとiA1

湖上にて
..・---_.-

赤い輯花の乙;女
:.(:日立 。〉ょう

若の臨を見い恋つめると
つつまし
.. ・ー ..・・ A ・a・・・ ..・----._.---・-_..

夕暮れの情景
セレナー
追t立

報さj蕗すらいの歌

つばめの婦還

寂しい道
太陽が長I(いているかぎり
夜ごとのさすらい
路にてく第一稿)
旅にてく第二弱)
結ぎ女
泉のほとりの子供
小島
少年の死
彼らは今呂、タベに集う
夜の間に
忌はぼんやりと夢見心地であった
l吹きすさぷ嵐
時間に閥まれ
わたしの大きな苦しみから
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作曲年月自

1875.9 
9 
9 
9 

1876. I.:J 
日VJめか半ば
1. 29 
1. 30 
3.18と4.24
5.1 
5.3 

末末

12.8と10
12.17 
12. 18 
12.21 
末か77年初め

._.-・・・・・哩邑・・・ー‘.. ・・.

1877.1. 4-2. 24 
3.5-4.12 
4.2:1-25 
4.27-5.8 
6.6-19 
6.14-15 
8-12.29 

1878. L 22-25 
2.8 
2. 19-21 
3.20 
3.23 
4.5-12 
4.16-27 
5.2 
5.3-6 
5. 18-25 
5.23-24 
5.2(i-29 
5.31 
u.3-4 
6.5 



41 I躍irlraumLe von eine図 Konigskind
42 I Mein Liebchen， wi r sassen beisammen 
43 I Hs ulasen die bl呈uenllusaren 
44 I Liebesfruhl ing 
45 I Auf der Wanderung 
46 I Ja， die Schonst! ich sagl es offen 

47 1 Grelchen vor dem Andachtsbi Id 
der MaLer Dolorosa 

48 I詩achdem Abschide 
49 I Es war eill alterおnig
50 I Mi 1 schwarzen Sege ln 
51 I SpaLherbslllcuel 
52 I Ernst isl der l'ruhl ing 
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務 IErwartung 
務 IDie NachL 
58 I Wie des Mondes Abbi ld zi ttert 
59 I Nachruf 
60 I Sterne mit den go 1 dnell Fuschen 
61 I Suschens Voge 1 

62 I In derぎremdeI 

務 IMausfallen-Spruchlein 
援護IWiegenl ied im So翻 εr
豪華 IWiegenl ied 盤 Winler
66 I Wohin mi t der Freud? 

67 I Ruckkehr 
68 I Standchell 
69 I Nachtgruss 
70 1 ln der Fremde W 
71 I Fluhl ingsglocken 
72 I Li ebesbo tschaft 
73 I Liebchen. wo bist du 
74 I In der Fremde n (第二議)
75 1" Zur Ruh'， Zur Ruh，n 

16 I Die Tochter der Ileide 

愛護IDer Kollig bei der 五ronung
護憲 IDer Soldat n 
務 IBiterolf 

蓄量i恥chterliedauf der Wa仕切rg
緩 IWalldεrers Nachtl ied 
襲撃 Iseherzigullg 
83 I Oie K leine 
緩 IDcr Soldat ( 
襲撃 IDie Zigeunerin 
綴IWa 1 dmadchcn 
襲撃INachtzauber 

襲撃IGesellenl ied 
務 j曹owird eillst 

私は王子の夢を見た
かわいい入、一緒iこ摩っていたね
青嵐の軽騎兵の吹奏
愛の春
旅先で
そうなのだ、美しい入!
僕ははっきりとそう言った
悲しみの聖母の前にたたずむ
グレートヒェン
剖れたあと
かつて老いた王がいた
黒い観をかけて
晩款の霧
春たけなわ

款の決意
問うなかれ
秋

期待
疫
月影が覚えているように

追悼‘
金色に輝く星
ズースヒェンの，鳥

異国で I 

ねずみ捕りの呪文
夏の子守歌
冬の子守歌
喜びはいずこへ?

家路
セレナード
夜の挨拶
異閣で vr 
春の釣鐘草
愛の使い
かわいい入、どこにいるの
異国にて 豆〈第二詣〉
安らえよ、安らえよ

葉野の乙女

戴冠式に臨む王
兵士 E 
ビーテロルフ

ヴアルトプルク域の見張りの歌
さすらい人の夜の歌
銘記
かわいい人
兵士 i 
ジプシーの少女
森の乙女
夜の魔法

識人の歌
旅に疲れ果てた者が至りつく
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1880.1.26 
2.3 
2. 13 
6. 7 
11. 26 
12.24 

1881. 1.27 

1882.6.18 
12.17 
12.20 
12.31 

1883.1.12 
1. 19 
1. 24 
1. 30 
2.19 
3.18 
4. 12 
5.3 
6.16 

1884.7.11 

1886.3.13 
12.14 
12.26 

1887.1.24 
1.30 
3.1 
3.8 
3.7 
3.15 
4.20 
5.24 

1888. 1. 24 
1.24 
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本稿では歌曲集としてのまとまりではなく、各曲の作曲年代に注目する

が、初期歌曲群の作品の内、生前出版されている曲に関しては、参考と

して、表中の番号に斜体で縞かけをした。尚、 1885年には、ピアノ・

ノ〈ートを伴う歌曲は作曲されていない。

次の{表2]は、在メーリケ歌畠集》の各畠を、{表11需様、作曲

年月自 JI買に並べたものである。

【表2] ((メーリケ歌曲集》全53曲

番号 曲願 原題 邦題 fFIHI年片日:
トー

90 M 5 Der Tambour 
少少夜年年明鼓けと手蜜前峰の楽しいひととき

1888. 2.16 
91 M 2 Der. Knabe und das Immlein 2.22 
92 M 3 Hin Stundlein wohl vor Tag 2.22 
93 腫 4 Jagerl ied 狩狩人人の歌 2.22 
94 M 40 Der Jager 2.23 
95 話 9 Nil阻ersatteLiebe 飽くことを知らぬ恋 2.24 
96 話50 Auftrag 2.24 
97 雄49 Zur曹arnung 2.25 
98 話38 Lied vom曹indc 2.29 
99 蝉51 sei einer Trauung 3. 1 
100 挺 1 Der Genesene an die Hoffnung 3. 6 
101 陸18 Zitronenfalter im April 3. 6 
102 腫16 Elfenlied 3. 7 
103 極17 Der Gartner 3. 7 
104 握53 Abschied ぁ'iよ 3. 8 
105 櫨39 Denk' es. 0 Seele! 考えても見よ、ああ心よ 3.10 
106 話15 Auf einer曹anderung

旅祈恋隠生先すりでる男の歌

3.11 
107 M 12 Verborgεnheit 3.13 
108 腫28 Gebet 3.13 
109 麗43 Lied eines Verliebten 3.14 
110 M 52 Selむstgestandnis 問わず語り 3.17 
111 M 42 Erstes Liebeslied eines話adchens 乙女の初恋の歌 3.20 
112 話10 Fusreise 

散出歩会い
3.21 

113 臨 sBegegnung 3.22 
114 話41 Rat ciner Alten 老女の志告 3.22 
115 陣 7 Das verlassene酪agdlein 捨てられた娘 3.24 
116 腫48 Strochenbotschaft こうのとりの使い 3.27 
117 陸35 Frage und Antwort 問答 ~t 29 
118 指36 Lebe曹'ohI さようなら 3.31 
119 揖37 Heimweh 郷愁 4. 1 
120 植22 Seufzer ため息 4. 12 
121 M 23 Auf ein altes Bild 古い絵を見て 4. 14 
122 Mll An eIne Aolsharfe エオリアン・ハープに寄せて 4.15 
123 M 19 Um説itternacht 真夜中に 4.20 
124 臨20 Auf eine Christblume 1 クリスマス・ローズに 4.21 
125 M 33 Peregrina 1 ベレグリーナ 4.28 
126 M 34 Peregrina B ペレグリーナ E 4.30 
127 M 14 Agncs アグネス 5. 3 
128 陣 8 Er ist' s 時は春 5. 5 
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129 胡24I I n der Fruhe 集lli l |J葦》i明l揖昏ミけ方に
5. 5 

1:10 1 M 13 I 1m FrUhl iug 1 #-~こ 5. 8 
131 説45I Nixe Binsefus の摂の精 5.13 
132 副471DieGeister組恥幽elsee ンメル識の精が霊作曲fこち 5. 18 

(この問、《アイヒエンドルフ歌曲 の内寄、13曲 された〉
146 揺29I As den Schlaf りにせて 10. 4 
147 M 30 Neue Liebe 新しき愛 10. 4 
148 副27 Zu鑓 neuenJahr 

事我眠砕れiJ灘をる迎幼めえ子はて
10. 5 

149 M 25 Schlafendes Jesuskind イエス 10. 6 
150 M 31 曹~ find" ich Trost ~)ずこに 10. 6 
151 誕26 Karwoche 聖週間 10. 8 
152 話46 Gesang曹eyla" s ヴァイラの歌 10. 9 
153 1M 44 I Der Feuerrei ter 

火愛、7の132騎曲る人iが作に曲された)
10.10 

154 誕321AndiξGeliebte 10.11 
〈この間、 《ゲーテ歌曲集》の

168 I M 21 I Auf eine Christblume I iクリスマス・ローズに 亙 11. 26 

《メーリケ歌曲集》は、南ドイツの詩人エドウアルト・メーリケ9おrike，

Eduard 1804・75)の詩に付曲された、全53曲の歌曲集である。表の番号

構は、初期歌曲群からの通し番号を、曲JI員欄は、参考として《メージケ

歌曲集》内におけるJI頂番を表したG また、この歌曲集は一挙に書き上げ

られたものではなく、間iこ《アイヒエンドルフ歌曲集》中の13曲、そ

して、《ゲーテ歌曲集》内の12曲が作出されている。

この《メージケ歌曲集》の音楽的特徴が、初期歌畠群においてどのよ

うに見出されるのか、次項から、分析を通じて検討を行う G

3.分析的考察

本研究の考察に先立ち、《メーリケ歌畠集》並びに初期歌曲群の音楽

的諸要素を検討した。それにより、初期歌曲群における《メージケ歌畠

集》的な特徴を考察するために、歌唱旋律の動き、調性構造、ピアノ・

ノミートのダイナミクスの三要素が、各々その特徴において顕著なもので

あり、本稿の自的を明らかにする上で相応しいと、考えられる。以上か

ら、本項ではこの三要素に絞って、分析考察を行うこととする。
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3.1歌唱旋律

まず、《メーリケ歌曲集》における歌唱旋律の形態を考察するため、

詩行一行分の歌唱旋律を基本として、その動きを観察した結果、《メー

ヲケ歌曲集》では、特徴的な型が、次の3つに分類される。

a.巡回型の旋律一詩行1行分の旋律の開始音と終止音が、完全1

度から増2度の関係にあり、それをつなぐ音がS字を措く

I譜伊~ 1 ]第92番「夜明け前の楽しいひとときj 阻.4-63)

手法f・~f-干. l-#-n--
v 
Del一時(1:ch S'chlo..feHd lti..3' 

b.同音反復一連続して同音が3音以上、続く形

【譜例2]第94番「狩人J翻 .2-4
n I ~ i 

"r>. 平予科ヒ同ゴサー-
C¥.e'l To. - je えe-jen ーら.. t ul1d fo .. t， 

c.旋律の反復(元の詩に無い部分に対する旋律の反復はi京外)

(1)関じ旋律が詩行1行分において、 2度繰り返される形

【譜例3]第121番 f古い絵を見てj 臨 .4-6

排干;(言*~*~--r==r-二二
V L-J 

ln 8心一附仏J-sJJt S'o~ ー刷。 flot-"
(2)間じ形の旋律が音域を変えて、詩行1行分において、 2度繰り

返される形

【譜例4】第107番 f陰生j 翻.11-12 

¥Nas i ch 1~IW- 同協ì13 ich nicht-

(3) (1)と(2)の形が、連続した複数の詩行において、観察される形

この、 a'"'-'cの共通点は、狭い音域で音が動くこと、または同じ音域
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内で旋律が繰り返されることにある。つまり、まメージケ歌曲集》では、

旋律がある決まった音域内で動くことが、特徴と言えよう。

以上の3パターンの歌唱旋律が、《メーリケ歌曲集》の中で、観察さ

れる頻度を表すものが、次の{表3]であるG

下左

女
大

官公

耳元

古
女

女

食

古
武

Z表 3】 まメーリケ歌曲集》における特徴的な歌唱旋律の割合

分類 a b c(l) c (2) c (3) 合計
話号
90 O 19.04 O O 9.5a 28.5t1 
91 
G10O..0O0 O- 12103. .00 3.33 O O 30.33 

993 2 33 O O O 73.33 
O 25.0 O O O 25.0 

94 5.55 33.33 O O 5.55b 38.88 
95 5.26 31.57 15. 78 O O 52.61 
96 O 79. lG O O O 79. 16 
97 O 42.10 O O 26.3Ja 57.89 
98 O 30.55 8.33 5.55 19. 44a+b 58.33 
99 O 50.0 O O O 50.0 
100 18. 75 18. 75 6.25 O O 43. 75 
101 10.0 50.0 O O O 60.0 
102 O 37.50 8.33 O 41. G6a十b 69.56 
103 O 31. 25 6.25 O O 37.5 
104 O 1G.0 O O 8.0a 24.0 
105 O 50.0 O O O 50.0 
lO6 5.26 42.10 10.52 O O 57.88 
107 12.50 31.25 O 6.25 O 50.0 
108 30.0 10.0 O O 20.0 a 60.0 
L09 6.66 20.0 6.66 O 13.33u 33.33 
lLO O O 11. 11 11. 11 O 22.22 
111 O 25.0 4. 16 O 8.33a 37.49 
112 O 37.50 4.16 O 8.33a 49.99 
113 O 30.0 30.0 O O 60.0 
lL4 3.03 6.06 O O 24.24a 33.33 
115 O 37.50 O O O 37.50 
116 O 17.24 48.27 3.4t1 20. 68a+b 75.86 
117 O 8.33 O O 16.66b 16.66 
U8 O 12.5 O O O 12.50 
119 O 6.66 O O 26. 66a+b 33.32 
120 O O O O 50.0 a 50.0 
121 。 O 33.33 16.66 O 49.99 
122 4.0 28.0 O O O 32.0 
123 6.25 37.50 O O 25.0 a 68. 75 
124 3.57 59.25 O O O 62.82 
125 12.50 50.0 O O O 50.0 
126 O 41.66 O O O 41.66 
127 20.83 33.33 O O 58.33b 91. 66 
L28 。 22.22 O O O 22.22 
129 O 20.0 10.0 O O 30.0 
130 O 32.0 8.0 O 8.0 a 48.0 
131 O 11.53 15.38 7. G9 30.76a 57.69 
132 O 45.94 5.40 2. 70 O 45.94 
146 O 75.0 O O O 75.0 
147 O 16.66 O 8.33 O 24.99 
148 11. 11 27. 77 O O 22.22a 61. 10 
149 O 11. 11 O O O 11. 11 
150 O 45.0 20.0 O O 65.0 
151 O 55.0 10.0 O O 65.0 

11552 3 
O 50.0 O O O 50.0 
O 42.0 O O 20.0 a 62.0 

154 O 64.28 O O O 64.28 
168 O 12.50 。 O O 12.50 
平均値 4.25 30.42 5.00 1. 16 8.73 47.18 
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これは、各由に観察される歌唱旋律の割合を型加に表示したもので、表

中の歌唱旋律の分類は、前述の a~c に基づく Q 各曲とも特徴的な歌唱

旋律が含まれる詩行数を全体の詩行数で誤り、パーセンテージで、小数

点以下第2位までを表示している。ただし、曲JI庚の左側に星印があるも

のは、種類の異なる複数の特徴的な歌唱旋律が、 1行に含まれることを

表している。そのため、星印付きの畠の a~c までの合計と、合計横の

数値は一致しない。また、平均値の欄は、特徴的な歌唱旋律が用いられ

る割合の平均値を示している。この表から、《メーリケ歌曲集》におい

ては、同音反復の使用頻度が高く、これら 3つの型の歌唱旋律が、平埼

すると全体の半数弱の詩行に用いられていることが明らかである。

この{表3]と胃様の分析を初期歌曲群についても行い、各年期に平

均値を出したものが、[表4]であるc

【表4]初期歌曲群における特徴的な歌唱旋律の年代別平均値幻

区 i¥¥ 分類

分!官数ト¥Ia I u I cω I C(2) I C(3) I合計
.. 11875 ( 4曲JI 0 い6.60I 0 任IDI7.14 125.53 

Limf!?出~-- .1 竺~-1-~.~~.~~ --1---~ -_. -_. -I-~~-~P-l-~. -I-~~:-~~-
T回17( 7曲) 113. 57 ~ 11ωI 0 い!包~ 123.16 
第:11878 (27曲) I 2.26 1医~ I 1.43 1 [[QÐ I@~区到
u: 11879 ( 3曲) 1 0129.到 12. 38 1 0 I 0 I 31. 74 

880印船 10 119.35 1 0ι~ 1 4.84 127. 10 
第 I1881 ( 1曲) I 0 I 18. 75 I 0 I 0 I 0 

期 11882( 4曲) I 0 I 10.58 I 2.41 I 0 I 6.94 I 

邸 3( 9曲) I 0.65 I 2ω4 I 4.1叶区Et1 3.73 130.7 
→i脳〔雌 113.5Dl~@1 0 l 0 I@I証ID
第11886( 3曲川 o 1@5.4Dlo 1@1@139.58 
JUlI 向山中)--T-l~-õ4--Îl-8.38 I 3.85 I @ I延D>133.72
888 ( 2出1) I 0 123. 21 I c[診I@IO 133.92 
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この表では、《メーリケ歌曲集》の平均値を越えた値を丸 (0)で、平

均値に近い檀を西角(口)で冨み、示した。

この表から、《メーリケ歌曲集》の分析結果に基づき、次のような傾

向が見られる。まず、 1875・76年では、 c (2)型の旋律が多いが、 77年

までは、全体として、特徴的な歌唱旋律の使用はさほど多くない。 それ

に対して、 1878・79年は、《メージケ歌曲集》の歌唱旋律において最大

の特徴である同晋反復が、歌曲集の分析結果とかなり近い植で現れてい

る。また、合計値が30%を越えていることも、 この時期の特徴である。

その後、 1880-83年までは、 c (2)以外の旋律の捷用頻度が低いため、合

言十値も低くなっている。更に、 1884・88年では、比較的満遍なく《メー

リケ歌曲集》に近い数{室、またはそれ以上に、特徴的な歌唱旋律が使わ

れているため、合計値も比較的高くなっている。

以上の特徴の相違点から、初期歌曲群の歌唱旋律の様式は、由期に分

類することが可能であり、 1875・77年の特徴的な歌唱旋律が全体的に少

ない時期を第1期、 78・79年の多い時期を第2期、 80・83年の再び減少

した時期を第3期、そして全体として特徴的な歌唱旋律が用いられるよ

うになった84・88年までを第4期と言えよう。

3.2語性構造

《メーリケ歌曲集》の調講造を分析した結果、特徴的と考えられる調

性構造は、次のabの2種類にまとめられる。

a . 1つの音を中心に、その近辺の音を主音とした調に転調する手法

【図1]第102番 f妖精の歌j の調性構造モデル5)

調性記号 ovii 1Il - --¥-ii一命
Jl，1;1性 Hs ---1" --a - g 一一 c - F 
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[図 1】では、準7度調の Es-durから、主謀の F-dur、3度調の a-moll、

プラス 2度調の宮-moll、変位7度調の e-mollを通って、主読に戻って

いる。このような転調は、一般的に主調を中心に行われることが多いた

め、 7度調、 2度調、 3度調の使用が多くなるのである。

b. 2つの調性が交互に現れる転調手法(拡大された調関係を含む)

国 2】第91番「少年と蜜蜂j の調性構造モデル魁20-48

i
G
 

一一
H
a
h
 

-
-
G
 

一一
-
z
a
'白星

2
1
 一一

面

B

G
 一一i

G
 

一一一m
h

i
G
 

号コじ
ふ
乙

芸

a
H
A
Y』

制
口
調

陪
浬
噂ヨ胡F

【図 2]では、 1度調と 3度調が、交互に現れている。ただし、 3度調

は、拡大された調関係を含み、主調G・dむからみた、 3度調の主-moll、

準3度調のB-dur、プラス 3度調の H-durの3種が、用いられる。

この2つの転調手法が、《メーリケ歌曲集》のどの曲に用いられてい

るかについて{表5]に示すこととする。

【表5】 《メーリケ歌曲集》における特徴的な調性構造を含む曲幻

分類
出数

、¥

全53曲

a b 

10uUC 91. 96. 99.101.109. 
112. 123. 126. 127. 153) 

i度説

34曲(90. 91. 92. 94. 95. 
96. 98. 100. 102. 104. 
105.106.108.109.113. 
115. 116.117. 118. 119. 
120. 122. 128. 130. 131. 
132. 146. 141. 148. 149 
150. 151. 153. 154) 

/ 

この表の調構造の分類辻前述の a、bに準じている。 a型、つまり、近

辺の膏を主音とする転調は、全捧の60%強である34曲に、調が交互に

変わる b型は、全体の20%弱の10曲に観察されたG つまり、このよう

な転調手法は、再方を合わせると、 80%強の作品に存在するのである。
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同様に、初期歌曲群の観察結果を、次の{表6]に示す。

【表6】初期歌菌群における特徴的な謁性構造を含む曲

類
噌》
J，フ

¥
¥
激

¥
洲
一
池

ほ
れ
分 a b i 度調

1875 (拙JI 一一一一一 ! 一一一一一一 12曲(2.3)
第 i一一一一一一一一一一ドf 三一一一一一一.._------- ードfてで----._--一一一一一一二~

1 11876 04出) I 1曲(6) 一一一一一一一 I 7菌(8.10. 11. 14. 15. 16. 18) 
Jl1J 1-----一一一一-------1----------------一一一一一一一 ー十とで土一一一一一一一一一一一一二二-=--1

1877 (7illlJ 1 4曲{19.21.22， 23) 一--一一 J 1曲(23)

第 11878(27出) 1 9曲(26.28.32.34.35，41，46) 1 2曲(31.45) 1 2幽(27，50)

期 I1879 ( 3曲) I 1曲(53) I 1副j(55)i曲(54)

1880 ( 6出) I 2出(58.60) I 2曲(59.60

~ r~-~~~_T~~~]-:~-~~~62:)二二二二し二二三±竺仁------三三~
JVJ I 1882 ( 4l削 I2出(63.65) I 2曲(64.66)

I ，， _"_F_~ _~ _.， I "_，，…ーハ 一一一~-
1883 ( 9曲) I 3曲(70.73.74) I 2曲(71.74) 一一一一一一
1884 (1illlJ I 1 I並行6)

第 11886( 3曲) I 1曲(77) 一一一一一一
期I1887 (81llJJ I 4曲(82，83， 85. 86) 一一
1888 ( 2曲) I 1曲(88.89)

この表から、まず、 1875・77年は、 a型の調構造が徐々に用いられるよ

うになったと言えよう。また、同時に《メーヲケ歌曲集》では観察され

なかった、曲の最初から最後まで1度調という、習作的な形も現れてい

る。次に、 1878・79年では、一出を通じて 1度調という形が減り、代わ

りにb型が見られるようになった。その後、 1880・83年では、一曲を通

して 1度調の形は全くなくなり、 a型と b型のみとなる。更に、 1884・

88年では、 b型が使用されなくなり、特徴的な調構造としては、 75年

からコンスタントに用いられてきた a型のみとなるのである。

この考察から、謂構造においても、創作傾向による分類が可能である。

つまり、第1期は1875・77年、第2期は78・79年、第3期を80・83年、第

4期を84・88年までと見ることができる。
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3.3ヒ。アノ・パートのダイナミクス

本項では、歌曲のピアノ・パートに見られる強弱記号、及び記号の用

いられている小節数を分析対象とした。{表7]は、《メーリケ歌曲集》

のぜアノ・パートにおいて記号の指示がある小節数の長さを観察し、

曲ごとに、表示するものである。

【表7】 《メーリケ歌曲集》のピアノ・パートに観察されるダイナミクスり

ふで I)PI)T PPP PP p 組P 出f f ff fff 
'. 

90 O O :. :0 O 
.91 O :. O :0 O 
92 。 :・ :0 
93 :0 : (。 O 
94 O : (。 O :0 O O 
95 • . :0 O 
96 O :@ O :(9) 
97 O O ・6 O : (。 O 
98 5 • O :0 O 
99 :0 :0 
100 O :. :0 O 
101 • :0 
102 • :0 O :0 
103 O :0 • :0 104 8 :0 O :0 • O 105 O :・ :0 O 
106 :・ O :0 O 
107 :・ O :8 O 108 O :・ O O 
109 O O :・ O 
110 ;・ O 
111 O :. O O 
112 O :。 O :・113 jjg • :0 
114 O :0 
115 • :0 
116 

ー-
O :0 O O 

117 O :0 
118 O :@ O :0 
119 O 

e -::6 ・ O • 120 :0 O 
121 :0 • 122 O 5 • :0 O 
123 :0 O 
124 O O 。:. O 
125 。:・ O :0 O 
126 O 主。主:・ O :0 O 
127 :・ O :0 
128 O :0 O :・ O O 
129 O :. O :0 
l:m O :・ O :0 O 
131 。 O 。:. 。:0 O 

. 
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11432 6 。。一一一。量 E O :0 . 。
O :0 

147 o O :0 O 
148 。 O O :・ O 
149 O 。 • O 
150 O O ;@ O :. 。
151 。:. 
152 • ;・ ' 

153 O O :0 O :0 O 曾

ー154 
a 

O :. :0 O 
168 O :・ O :0 

それぞれの曲で、最も長く用いられているダイナミクスの指示を二重丸

(@)、二番巨を黒丸(・〉、その他を白丸 (0)で表している。良、

1曲に二重丸、または黒丸が2つあるものは、分析から、指示されてい

る小節数の長さが、全く毘じであることを示すものである。

この表から、《メーリケ歌岳集》において、中心となっているダイナ

ミクスは、 ppであることが読み取れる。また、第2位のものまで考書、

にいれると、《メーリケ歌曲集》のダイナミクスは、 ppから pまでが中

心と捉えられる。また、 fも、全体の5分の 1程の曲において、比較的

高い割合で用いられる一方、中間的なダイナミクスを表す mpは全く用

いられず、 mfも全体的には低めの使用である O 全体としては、 pppp

から、宜主までの、福広い記号が用いられている。

またこの表から、ヴオノレフi士、 mpを境に、弱と強の世界をはっきり

と分けて考えていると推拐できる。つまり、 mpがなく、 mfの使用も

低いことから、弱から強、または強から弱に移る場合、中間的なダイナ

ミクスを経ること無く、急激に変化するのである。これは《メーリケ歌

曲集》のダイナミクス変化の特徴として、急激なクレッシエンド、また

はディミヌエンドが用いられるためであろう O 尚、また、ピアノ・パー

トに指示の無い曲は、《メーリケ歌曲集》には全く見られないc

初期歌曲群における同様の観察結果を示すものが【表8]である。
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【表8]初期歌曲群のピアノ・パートに観察されるダイナミクス

分区
~":ft 1I也教j 1法 PPPP PPII Pll p wp IDf ff ffr 

• :@ :0 
1875 ( 41UIJ 2 

3 • (選 :0 O 
ーーーー，ーーー・『ーーーーー

4 
5 ・

第 s 。;・ :. 
7 
8 

~τg 5 
。
5 • 

1876 Cl4illJJ 11 • : (9) . 
j同 12 

13 . . 
14 。 :・ O O 
15 O :§ :. 16 。 :. 
17 O ;。 :・18 0 6 19 • :0 O :0 O jO E 
20 。• . O :0 O 
21 • O :0 O O 

1877 ( 7出) 22 O O :. O 
23 • O :0 24 O 

j:Q ・ O δ • O 
25 O O O O 

ーー'ー鴨署ーーー早---ーーーーー，

26 • j jQ O 5 O :0 O 27 O :・28 O :。 O :・ O 
29 。:. O :0 
30 • :g :0 
31 O • O : () O 

第 a2 O 。;・ O :0 O O 
33 • :jO δ O :0 
34 O :・ Q O 

2 35 4‘ • 包 O :@ O :. O 
36 O ::@ 毒 O 

i・。O 37 O :0 O 
j剖 38 :0 O :@ O 
1878 (27UUJ 39 ::。5 O :. O 

卜j!
。 O :. O 

O :0 • :0 42 O :. 。
43 :・ O :。 O 
44 O :@ O :0 • 45 O :. O :@ O 
l16 O : .・ O :@ 。
47 O 。:. O :0 O 
48 O O :@ • :0 O 49 O • :。 O :0 O 
50 :0 • :@ O 51 O 0 6 ;・ O :0 O 
52 :. O :0 O 
53 O O O :0 

1879 ( 3曲〕 54 • 8 :0 O 55 O • :0 o 
ーー-ーーー_.軍司_..._-----

56 O :。 • :0 . : : . 
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第

3 

期

第

4 

期

. ‘ 

5旦5鴎5鴎89T しl| 0QQ:J @υ.一一「→一ム一一一一. O 
. 。

1880 l üÚ~J O :0 
O :0 

60 。:・ O 
61 O :・_la.aLL_副主一 62 O • O :0 O 

け? O • O :0 
1882 ( 4曲〕 . • ;。 . 

65 O 。:・ O :0 
66 

---ーーーーーーーーー.ーーーー・
:@ O ;・ • 67 

.Q 0 • 5 ::Q ・ O 
♀ O O 68 O 

69 • O :0 70 O 。
::E・F O :0 

1883 ( 9曲) 71 • O :0 
72 @ O :0 
73 O :・74 • :0 O 
75 • O :0 O 

民~at .L J言与えー 76 O ;・ O 
77 O :・ O 

1886 ( 3出JJ 78 O 。:0 。:. O 
79 O :@ 。:. 

ーーーーーー』ーーーーー・・ー・・.

80 O :0 O :・ O 
81 O 

3 
:0 

ト33 O ;・ 。。 O :0 O 
1887 ( 8曲〕 84 • :@ O :0 

85 O 5 
。:・ O :0 O 

86 O O :・ O :0 。
87 。O :. O 

IU副市 。:。 O :・ 。O :@ O :・
この表から、まず、 1875・76年は、指示の無い畠や、部分的な指示に留

まる虫が多く、記号においては mp、mfは捷われていないことが読み

取れる。その後、 1877・78年になると、全曲にダイナミクスの指示があ

り、 mfも使われるようになった。また、全体的には pが中心だが、 pp

と同様に、 fの使用も、かなり多く観察されている o 更に、 79・83年で

は、全体のダイナミクスの中心が、 pとppに集中し始めている。しか

し、 fffの使用はなくなり、強の幅i土、若干狭くなっている。そして、

1884・88年までは、再び中心となるダイナミクスにばらつきが見られ、百

が主な強弱となっている曲もある。また、記号の幅が広がり、再び、 fff
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第
2 
JUJ 

第
3 
JUJ 

第
4 
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が用いられるようになったと同時に、 86番では、 ppppが、初めて用い

られるのである。

以上から、ダイナミクスに関しては、まず、 1875・76年を第1期とし、

続く 77・78年の第2期では、様々な記号が由の中心とされている O そし

て、 pや ppを中心とした79・83年の第3期、非常に多くの記号が試さ

れる84・88年の第4期と分類することが可能である。

3.4分析的考察のまとめ

以上の歌唱旋律の動き、調性構造、ピアノ・パートのダイナミクスの

分析により、ワ、オルフの初期歌曲群は、各要素原jに四期に分けちれる。

ダイナミクスの要素に関しては、第1期から第3期までの創作額向の分

類に、それぞれ一年のズレが見られるが、ここでは盟期に分かれること

を重視し、【表9]に各要素ごとに特徴をまとめて示す。

【表5】各要素の特徴と創作額向による分類

¥〔¥曲一数要〕¥素¥ :款問旋律 ノ、ーモニー タ守イヅーミクス

1815は曲) -特徴的な歌唱捷fItが少な -一つの調が、近、辺転調の音すを -強弱の指示がなされてい
4・---‘・・・ーー-----噌曹，ー し、 傾主向吉とした調4こ る ない
1816 04曲)
-・ 4・・・._-畠・-------_..・ー

1817 ( 7曲〕
-.p強IがSこ弱中も白心重指点の示強が弱安定

1878 (27山) -同音反復の要素 -調性の交替による転調が

_.--------ー--------- 現れる
1879 ( 31llJ J • pとiゅの安定した{即時

1880 (む曲} -特徴的な歌唱錠律の減少
二的I種にffr調類周のの使転調用がT寸傍止無が、 平

---_.-.---‘・ーー・・・ーー・

1881 ( 1曲〕 均 用いられる

-----ーー----・ー・------ー
1882 ( 4曲)
a・・------‘ー『ー・-------
1883 ( 9曲〕

一一
1884 ( 1曲〕 -特徴的な歌唱旋律の多用 -調性の交替による転調が -強弱記号の使用の範囲が
ーーーー----・ー『ーーー・ーー--ー 童話くなる 広がる
1886 ( 3曲) . l-tJ心となる強弱のばらつ
ーー・--ーー---._-ーー，司.-司.- き

1881 ( 8曲〕
ー・・ー-------ー・・・・・・---

18B8 ( 2曲}
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まず、第1期においては、歌唱旋律に《メーリケ歌曲集》的な特徴は

あまり見られず、ダイナミクスにも、指示そのものがされていない曲や

部分が多いため、この2つの要素からは、かなり習作的な色合いが濃い

時期である、と言えよう。しかし、諦性構造に関しては既に、一つの調

が、近辺の音を主音とした調に転調する傾向があり、この時点で既iこ、

《メーヲケ歌曲集》の音楽的特徴が見いだされると言えよう。

第2期は、歌唱旋律においてほ、《メーリケ歌曲集》における最大の

特徴である、同音反復の要素が濃く全面に出る形となっているむまた、

調性構造においては、調性の交替という特徴が現れ、更にダイナミクス

では、指示が安定し始め、 mfも指示されるとしづ変化が起きている。

しかし、ダイナミクスとしては全体的に pが中心であるにも嬰わらず、

fにも重点の置かれた作曲がなされているc この時期は、全体的に《メ

ーリケ歌曲集》的な音楽的特徴が、様々な形態で現れているのであるG

第3期は、再び、特徴的な歌唱旋律の使用が減っている。そのため、

歌唱旋律においては、一時第1期の状態に後退した感があるが、他の二

つの要素に関しては、異なる新たな発展が見られる。まず、誘性構造に

おいては、曲を通じて 1震謂の作品がこの時期以蜂、全く見られなくな

る一方、特徴的な2つの型の転読構造が、両者とも平均的に用いられて

いるのである。また、ダイナミクスにおいては、 p とppの安定した利

用が観察されるようになった。つまり、この時期は、歌唱旋律に関して

は、試行錯誤的な取扱いがなされているが、他の二つの要素は、《メ-

Pケ歌曲集》的な音楽的特徴が明らかであるむ

第4期には、再び、特徴的な歌哩旋律が多く見られるようになった。歌

唱旋律に関するこの変化は、第3期で様々な旋律を試した結果として、

彼独自の旋律講造が安定したためと考えられる。しかし、調性構造は、
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第3期に在メーリケ歌曲集》の状態に近づいたにも関わらず、再び第1

期と同様に、 2つの調性の交替による転調手法は使われなくなった。ま

た、ダイナミクスに関しては、用いられている記号の範囲が広がったが、

逆に中心的な記号に関しては、ぱらつきが見られる形となった。そのた

め、第4期では、第3期に対して、調性構造とダイナミクスにおいて、

試行錯誤的な取扱いがなされているとも、考えられる。

4.結論

本研究は、集中的な作曲活動期の最初の歌曲集であるまメージケ歌曲

集》に観察される音楽的特徴が、ウ、オノレフの初期歌曲群の中にどのよう

に存在するのかについて考察することを自的とした。

考察の結果、まず、《メーリケ歌曲集》における音楽的特徴が、ヴォ

ノレフの初期歌曲群に、既に出現していることが明らかとなったD 現れ方

としては、まず調性構造に、その後、歌唱旋律とダイナミクスに見いだ

されるという形を取っている。

また、初期歌曲群は、その創作傾向により、上記の3つの要素を西期

に分類することが可吉きである。しかし、これらの音楽的特徴は、必ずし

も《メーリケ歌曲集》に向けて、年代的に着実かつ、段階的な変化を遂

げているわけではない。つま号、要素知に《メーリケ歌曲集》的な特徴

が濃い部分と薄い部分があることから、全体としては、それぞれの分類

において、要素ごとに、多様な試みを行っていると言えようむ
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註

1)本稿は、 1997年10月513、ヨ本苦楽学会第48回全国大会〈於:大抜芸術大学)に

おける筆者の口頭発表に基づくものである。

2)点線(…〉は、年のIR分を示す。また、邦題は、サムズ 1994による(【表2】も

需様)。

3)盟国.とその後の数字は、小節数を示す。

4)点線(…〉は年の区分を、結線(-)は創作傾向による分類を表す([表61，.

{表81，.【表9]も同様)。

5)和吾記号は、島需 1983による〈【国2]も同様)。

6)曲数の後の数字は i表 1]、[表2]の番号を示す(【表6】も同様)。

7)pppp"""'-盟主の表示は、全て強弱記号を表すものである(本文、[表8L [表91も

開様)。
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